
スクールバス導入に関するアンケート 

 

 

   調査期間 ： 令和７年８月６日（水） ～ ８日３１日（日）まで 

 

   調査対象 ： 折原小学校 PAT会員、鉢形小学校 PTA会員 

 

   調査方法 ： Microsoft Formsで回答（調査実施は、tetoruで周知） 

 

 折原小学校 鉢形小学校 計 

対象数（家庭数）  ４０ 178 218 

回答数 25 98 123 

回答率 62.5％ 55.1％ 56.4％ 

 

 

 

 

Ｑ スクールバス等の対象者の設定について、距離を基準とした場合、何キロ以上を対象とす

ることが良いと思いますか？ 

  

 ●２キロ以上 ●３キロ以上 ●４キロ以上 ●その他 

折原小 18 4 1 2 

鉢形小 59 17 8 14 

              

【折原小】                                【鉢形小】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

---- その他の意見 --------- 

1キロ以上（５）、1.5キロ以上（3）、道のりで 2キロ以上（２）、5 キロ以上（１） 

1.5キロ程度だがバスの通り道であれば、バス停を作っていただきたい（１） 

距離に関係なく全員を対象に（４） 

 

資料 ２ 



Ｑ スクールバス等の対象者の設定について、通学時間を基準とした場合、何分以上を対象

とすることが良いと思いますか？ 

 

 ●30分以上 ●45分以上 ●60分以上 ●その他 

折原小 21 2 0 2 

鉢形小 62 22 5 9 

 

【折原小】                                【鉢形小】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

---- その他の意見 --------- 

５分～10分（１）、１５分以上（１）、２０分以上（４）、時間に関係なく全員（４） 

その他（１） 

 

 

Ｑ スクールバス等の対象者の設定について、距離及び通学時間以外で適している基準が

あれば記載してください【自由記載】 

【折原小】                                【鉢形小】 

・通学路の安全性   ３件       ・夏季期間中の利用拡大 ８件 

・その他       ３件       ・登校班・地区の児童数 ６件 

・交通量・地形・安全性 ４件 

・希望者全員      ４件 

・その他        ７件 

 

 

Ｑ その他、統合に伴う通学支援について、ご意見等あれば記載してください【自由記載】 

  ～ 主な回答内容 ～ 

【折原小】                                【鉢形小】 

・スクールバスの運営等について           ・スクールバスの管理、運営等について 

（乗り降りに対する教育、添乗員の必要性）    （停留所関係、車内置去り） 

・下校時の検討（学童利用者が多い）       ・利用料関係 

・危険個所の歩道整備について            ・不公平のない対応 


